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4r
県
民
税
第
一
期
分
納
税
期
一
覧
河
川
ヰ
ョ
詩
的
山
崎
町
一

H
q
H軒
目
河
川
町
一
司
昨
日
わ
れ
町
民
;
。
部
内
在
日
の
望
日
当
日
目
日
ロ
ド
ー
に
は
い
っ
て
ン
ォ
。
テ
レ
ビ
の
雑

六

月

三

十

日

ま

で

一

2
2一
霊
の
童
で
調
査
が
一
務
長
読
ま
す

0
5土
建
一
塁
協
同
組
合
、

Z

E

f

-

-

-

-

h
カ

比

一

見

つ

司
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
一
塁
の
不
動
産
実
言
語
費
ぉ
一
つ
い
て
は
、
還
に
卸
売
菜
、
企
業
一
身
体
の
不
自
由
な
人
二
六
月
は
盟
国
一
掃
運
動

賞
品
県
民
事
一
期
分
の
納
税
一
室
に
あ
る
税
額
を
六
月
青
ま
で
一
雪
露
呈
は
二
年
後
に
「
昭
和
三
一
よ
ひ
仲
立
、
切
手
、
郵
便
は
が
き
、
収
一
に
府
す
る
室
の
み
寄
っ
て
い
る
場
一
十

j
z
c
r

時
計
い
日
迫
田
町
一
に
坊
っ
引
ド
た
め
に
主
に
市
石
川
昨
日
目
立
町
三
兆
一
」
円
十
日
投
間
一
一
一
詩
わ
括
れ
れ
J

目

前

一

お

し

ら

せ

計

百

r
t三
で
池

田
高
の
な
い
と
い
わ
れ
る
布

1
1日
ま
で
の
こ
一
日
間
章
一
帯
一
も
と
ず
い
て
決
定
さ
れ
た
お
で
す
。
一
品
の
税
率
を
存
ま
し
た
。
一
倍
さ
れ
る
非
常
に
重
な
統
計
で
あ
一
せ
ん

o

し
た
が
っ
て
こ
れ
主
務
一

5
5
1っ
て
い
広
場
原
不
自
児
、
お
よ
ひ
主
主
の
あ
る
哲
一
許
可
?
慌
を
し
た
て

名
物
間
指
針
い
は
至
宝
、
百
三
木
主
主
巾
の
臼
車
二
台
で
置
い
一
今
年
か
ら
は
県
民
税
の
課
税
主
主
一
弘
f
E
は
一
人
に
つ
き
二
五
δ
円
一
り
ま
す
。
六
月
下
旬
か
ら
七
月
占
三
を
主
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
事
業
所
は
一
合
に
は
、
君
主
活
「

7
5一
君
主
室
生
相
談
は
毎
年

j
の
う
一
ハ
語
版
業
そ
の
他
に
つ
い
て
ぜ
一

迎7

えたがざる
4

ハ月一日より

2
7
2をし
て
廻
っ
て
い
る
の
で
昨
年
一
E
正
し
た
の
で
積
雪
花
の
あ
る
方
一
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
ミ
従
事
の
一
で
の
間
に
調
査
員
が
調
査
の
依
頼
に
訪
一
事
ほ
し
ま
せ
ん
か
り
調
査
の
富
一
業
」
(
喜
乙
)
に
分

3
8一
2診
お
よ
び
害
毒
し
て
多
一
相
談
を
設
と
す
る
清
た
だ
し
一
見
刊
行
見
守
レ
ビ
心
ス
イ

自
い
が
始
め
ら
れ
た
。
一
に
併
す
る
観
光
京
大
洲
喜
ず
れ
る
一
b
のりましょ
2
市
民
税
の
場
合
は
一
扱
い
が
行
わ
れ
障
害
者
に
対
し
て
は
一
一
一
言
す
が
統
計
法
に
よ
っ
て
秘
密
は
完
一
と
な
り
ま
せ
ん
。
一
高
専
設
に

5
一
等
ん
。
玄
室
主
げ
で
お
り
ま
す
。
孝
一
療
に
つ
い
て
は
刊
に
従
来
行
い

7
八
二
百
主
計
ス
イ
ツ

Z
一つ

今
年
時
空
間
五
長
等
一
三
も
の
年
恕
さ
れ
て
い
る
。
大
体
に
壁
一
一
一
一
団
明
子
い
直
晴
同
ほ
浮
い

l
J一
全
に
す
り
宮
与
つ
に
な
っ
て
お

i
一
事
業
所
で
室
長
事
業
が
行
一
②
販
売
と
修
理

E
Kい
る
呈
度
に
お
い
て
も
芹
記
長
宅
巡
回
一
幕
童
生
相
談
な
ど
に
つ
に
一
行
人
町
た
り
、
切
っ
号
し
て
、
ラ

名
犯
が
二
班
に
分
れ
て
き
百
七
一
な
お
富
山
田
料
は
士
一
会
一
そ
一
一
一
一
一

o
m
一竺

2
一
官
邸
お
お
お
ま
ご

2-一
す
の
で
各
筒
庖
の
震
は
あ
門
の
ま
、
て
悼
わ
れ
て
い
る
警
に
は
、
そ
の
事
業
一
所
一
撃
を
い
た
し
ま
す
の
で
受
草
署
一
処
票
管

J

話
さ
れ
た
五
一
ジ
オ
の
1
1
5
T
レ
ビ
品
川
の
状

註

一

一

時

抗

日

γ
一
つ
分
一
回
目
で
あ
る
。
一
一
表
商
工

1
7
M
M
ι
2
5
Z
E一
日
日
付
弓
さ
る
よ
う
お
願
い
一
問
時
五
時
間
経
均
一
討
中
日
日
刊
誌

hrnt話

回

訪

吐

枯

れ

一

一

勺

一

号

一

三

刊

誌

山

石

川

鶴

A
宅
関
観
古
手
引
京
引
日
刻
L
民

弓

有

i昔
話

詰

詰

北

戸

時

詩

語

一

同

官

民

刊

日

目

一

れ

ι行
が
り

uu

盤

整

議

離

鱗

盤

一

一

軒

7
2
2
5
4
5
5
d
i
l
l
-事
!

、

:

す

。

i
i
?琴

;
。
一
け
な
け
れ
ば
、

z
i
-
-

一

時

刊

行

日

目

麟
議
議
離
一
寺
川
日
間
二
日
計
民
問
誌
に
か
一
昨
日
間
古
川
町
二
日
山
川
町

観
鱗
織
機
鱗
機
滞
機
騒
鱒
鰻
鶴
二
時
冨
上
一
日
完
切
加
叩

m
m
m
m
m
m
m
m
町

一

一

十

月

に

U

K

3

4

L

o

一

ね

下

さ

い

。

)

一

器

保

一

し

よ

う

o

なお

m
p
E

g
崎
議
機
鱗
機
三
一
線
際
機
織
鱒
磯
鱗
麟
麟
一
一
一
課
一
一

1246口
口

口

一

一

電

話

の

知

識

を

、

身

に

つ

け

ま

し

ょ

う

一

記

一

③

担

当

医

師

(

担

当

十

出

プ

U

こ
と
ら
あ
り
よ
す
が
、
て
の
助

藤

騒

強

襲

騒

鰯

議

一

一

二

以

一

122一
-

一

i
消
大
王
宮
主
〈

T
T
A
R宅
、
省
、
子
必

2定
守
、
主
一
品

鱗

繍

機

織

線

機

鱒

鱗

鱒

瀦

織

機

一

F

ド
l
H
U
M
I
l
l
i
-
-の
言
、
い
よ
い
よ
九
月
末
一
あ
な
」
へ
人
さ
し
摘
を
入
れ
古
ま
わ
り
一
て
次
に
3
、

45J一
同
じ
方
法
で
一
で
あ
っ
て
昔
話
一

i
m
F
r
l
z、

額

麟

織

機

織

機

織

一

三

騒

霧

機

盤

一

水

の

事

故

か

ら

一

頃

、

自

動

電

話

切

替

に

な

芸

す

。

一

に

「

指
Y
あ
」
ま
で
シ
ツ
刀
リ
ま
わ
し
一
正
し
く
廻
し
子
。
一
に
害
出
品
、
と
そ
の
他
の
だ
一
い
て

5
2を
F
E
E
L
-ょう

Q

鱗

鱗

議

機

騒

欝

議

鶴

一

宮

審

査

一

吋

叫

ろ

う

一

て

5
H
Vにつ
い
一
日
時
と
ダ
イ
ヤ
ル
は
白
一
げ
月
日
目
H
h
u

一

れ

れ

い

刊

誌

一

日

一

子

2
5
1「

九

日

目

片

山

観
機
齢
数
鮫
麟
麟
騒
騒
騒
一
査
の
上
界
に
と
も
な
け
子
供
宗
一
れ
裏
金
量
に
き
股

il--吋

1
1
4
5
)
一
刊
誌
、
一
時
三
日
明
言

r
f
f人
語
審
し
一
芝
ひ
十
八
才
以
上
の
一
ト
ぐ
い
川

-J一一

d
i
N
J
K、
山
枠
内

藤
鱗
欝
鱒
欝
灘
轍
縛
瀦
線
機
機
一
に
あ
こ
が
れ
、
ま
た
注
視
し

h

量
一
に
そ
正
し
ょ
っ
。
一
自
動
電
は
交
換
器
禁
い
な
一
て

i
iしま
す
が
、
途
中
で
了
宮
内

5-342一

i
ハ

1
1て
一
川
川
町
山
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一
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UU討
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r
M
U料
計
十
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1
出
正
了
山

H
1
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鱗

欝

?

℃

議

額

一

V
喜

弘

抗

日

百

三

国

E
2
E
f
h円

三

可

ぃ

可

一

;

口

三

き

も

の

:
iし山

T
I
E
s
-一

機

灘

議

機

器

灘

議

一

5
3
z
i
7議

官
定
主
土
て
つ
一
一
つ
の
芭
で
!
士
た

fナ
μ
;
2
-
T一

ιでし
主

早

は

民

註

で

下

さ

一

!r

鱗
鱗
議
機
持
護
イ
¥
か
惑
に
い
縦
一
貯
水
湖
、
は
な
ど
で
六
名
の
児
認
が
犠
;
に
沢
山
あ
り
ま

2541し
て
い
ま
す
。
喜
三

A
-
1
-す一…

f
i
s
-
-
J
I
l
l
i
-
-

一
各
翌
年
金

2
1
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
i
F語
、
」
牲
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
か
自
を
は
な
さ
な
い
こ
と
に
つ
一

E
目
、
宮
奪
三
つ
の
音
」
と
一
の
長
官
臣
民
せ
ま
す
し
、
同
一
一
り
か
け
な
お
す
こ
と
。
一

3
・

5
1
1
3
1
一

一

一

児

童

記

号

一

J

三

鹿
市
い
観
光
移
動
教
室
ω

開
催
一
詰
主
宰
品
目
円
高

u
i一
一
日
明
記
町
民
一
九
一
一
一
一
い
一
引
揚
者
に
市
川
片
山
川
町
一
一

4
1本こ
E
主
主
主
一
に
、
主
主
τ
主
と
し
た
げ
観
光
一
供
の
水
難
防
止
議
を
す
す
め
る
こ
と
一
を
お
し
ま
し
ょ
う
。

τ問
え
て
来
る
音
で
「
ど
つ
ぞ
お
か
げ
一
芸
誌
を
か
け
て
、
あ
ら
た
め
て
去
す
ら
か
か
っ
て
来
て
b

つ

な

が

り

ま

せ

一

一

の一つレ一い一に和されてから、八

7
3
H
Eす
主
と
い
た
一
に
な
り
ま
し
弓
一
使
っ
て
い
る
も
の

J
な
三
下
さ
い
」
と
い
之
口
問
で
す
。
一
台
し
ま
す
一

J
;

一
ん
し
主
主

2忠
清
っ
一
引
量
給
付

2
2一
J
R
t
a
Jに
よ
り
外
一
日
日
以
れ
ん
古
川

告
を
迎
会
ヌ
し
た
ゆ

7
tた
。
六
月
中
日
に
、
小
中
三
室
長
の
こ
と
が
ら
に
芸
し
て
一
ク
リ

lト
か
木
製
:
与
一
こ
の
重
た
し
か
め
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
一
人
市
立
ん
の
力

l
p

一
ぱ
な
し
に
な
っ
て
障
を
起
こ
し
ま
す
一
改
正
す
金
日
野
に
つ
什
て
お
一

4
1の一品川をユリ
l
っ
一
た
り
、
右
が
り
さ
り
た
り
寸
叫
二

1
3
2
5己
主
三
法
一
生
作
手
言
語
っ
て
託
っ
て
旦
い
た
ま
し
い
事
故
を
防
L

で
下
さ
い
。
一
認
の
は
い
れ
な
い
さ
つ
な
サ
ク
一
ル
を
廻
し
ま
す
。
一
晃
ず
相
手
の
号
を
し
っ
か
り
確
認
一
か
ら
は
同
一
ず
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
ら
せ
し
ま
す
。
ア
壬
お
よ
乙

prF弘
め
た
一
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
か
つ
て

円
引
な
い
な
い
沢
町
山
、
山
ら
ず
に
閃
す
主
富
喜
一
号
室
し
一
注
意
点
/
一
毒
っ
て
下
さ
い
。
一
話
害
ブ
l
ッ、プ
l
ッ、ブ
l

一

す

る

こ

と

。

一

ω
共
同
一
治
の
忠
告
も
か
け
か
在
一
本
国
会
に
お
い
て
「
陸
軍
監
一
言
、
川
官
炉
同
じ
く
引
山
い
立
旧
一
芸
、
皇
、
字
、
ほ
一
石
市

れた人が、

E
1
5
3、
日
一
合
っ
た

7
2
2
2
3間
一
①
話
者
は
幼
児
が
危
険
な
個
所
に
す
貯
品
、
貯
水
池
、
水
さ
な
週
一
ツ
「
相
手
の
主
主
中
で
つ
な
が
り
一
常
吉
M
に
あ
て
て
在
日
(
ツ
一
同
じ
で
す
が
、
同
じ
間
一
は
い
っ
て
い
一
主
筆
守
住
吉
一
官
官
改
正
す
÷
付
金
の
角
川
一
と
し
た
こ
と
。
一
色
、
川
正
u
Jほ
日
一
一
同

型
し
て
、
出
来
一
注
目
一
光
地
を
川
ス
引
引
て
、
現
地
に
つ
い
一
近
つ
か
な
い
与
つ
芸
か
り
充
分
一
に
は
必
ず
サ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
一
ま
せ
ん
」
と
い
え
同
で
す
。
こ
の
汗
一
l
佐
い
迎
い
き
が
出
て
い
る
か
ど
っ
一
る
相
手
に
か
け
長
は
別
な
ダ
イ
ヤ
ル
一
色
庄
選
立
し
、
再
卜
日

1
一
一
寸
法
刊
は
な
、

H
h
u
T…必ず
U
F
I
l
t
h
-
-
不

主
主
主
ま
し
た
も
の
、
、
三
一

5
3と
よ
J
て
の
他
八
先
施
設
一
し
つ
け
を
し
て
下
さ
い

J
Zて
一
昨
年
の
程
者
は
こ
の
よ
う
な
湯
一
が
問
え
た
ら
い
っ
た
ん
書
き
泣
き
一
か
を
た
し
か
め
ま
す
。
一
の
し
か
た
を
主
す

0
1
2廻
し
一
即
日
路
付
さ
れ
、
言
語
円
去
に
一
型
王
一

2
F一一J

i

一
「
セ
で
に
一
立
に
川
出
し
江
け
オ
は
な
ら
ば
川
一

凶
作
万
四
日

2Jm喜レ一日
L
i
-
-主
hr授
、
月
淀
川
仰
の
一
幼
児
か
ら
同
を
は
な
さ
な
い
よ
っ
一
所
で
多
く
出
て
い
ま
す
。
一
し
ば
ら
く
す

J
詰
待
っ
て
か
ら
一
(
言
誌
で
い
な
い
時
は
詰
山
一
て
い
っ
た
ん
ス
去
を
か
け
て
待
っ
て
十
つ
い
て
も
、
ぁ

-222-つ
に
改
一
死
亡
し
告
に
つ
い
て
は
二
一
先
日
日
日
抗
日
日
目
幻

自
日
一
し
た
こ
と
を
詩
一
日
山
間
い
い
日
肝
心
じ
了
日
伝
子
に
い
す
民
間

H
U
u
r一
主
度
か
川
江
戸
一
計
い
い
日
叶
っ
た
か
り

5
一
H
M
M
U
U弓
一

百

円

ド

川

吉

村

山

一

語

…

己

H
H
2
4
M
W
H
i
z皇

の
去
が
一
号
訴
開
発
に
、
資
一
培
い
米
ね
て
震
の
資
料
品
一
目
し
た
一
る
泣
主
か
け
た
も
の
は
二
二
必
ず
サ
フ
書
け
ま
し
き
。
一
告
が
つ
な
が
っ
て
相
手
交
呼
出
し
の
書
写
た
し
か
め
て
か
墨
清
涼
一
て
相
手
が
応
答
す
る
と
円
分
の
主
の
一
を
し
て
下
さ
い
。
一
て
い
た
が
、
こ
れ
キ
エ
子
以
上
に
一
昔
に
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
ず
か
ら

務

室

2
2
2
1い
と

考

そ

お

り

ま

す

。

一

七

月

一

日

に

一

2
5。
一

E
に
あ
て
た
主
υ

ダ
イ
ヤ
ル
通
し
一
べ
芸
乃
や
む
か
ら
、
主
宰
一
一
一
、

L均
一
長
の
子
「

UJ日一
F
3
1日
バ

注

目

詰

品

協
力
を
お
闘
し
、
男
布
の
刊
日
一
一
寸
一
品
こ
さ
需
、

E
E会
を

一

一

そ

り

害

相

手

が

で

で

来

る

の

存

土

ま

す

。

例

え

ば

ヲ

3
4主
へ
か

Z
一って

stし
こ

九

十

t
j

ん
仁
川
尚
一
一
一
一

:
f
u

町
一
九
百
円
一
リ

泣
憾
な
く
議
し
た
い
と
念
附
い
た
し
一
辺
じ
て
語
い
た
主
す
の
で
二
支
一
商
業
統
計
調
有
が
行
わ
れ
ま
す
一
ま
す
。
一
渇
九
段
、
人
さ
し
折
を
?
の
火
に
人
れ
一
(
こ
ω
宮
J
h
Fの川町
f
仏
舟
笠
通
一
告
書
出
向
八
J

F
乙し
f
二
一
均
三
一
ケ

f
k
さ

l
一
号
U
1
1
じて

3
t
L
R
dい

てお

2
す
。
一
語
署
長
い
た
し
ま
す
。
一
七
月
百
喜
を
も
っ
て
全
面
的
に
望

T
Zというのは
3
f一2
、
ダ
イ
ヤ
ル
の
ま
わ
し
か
た
一
「
指
ど
め
」
ま
言
わ
し
て
収
す
レ
ロ
一
し
て
は
い
け
ま
す
ん
。
!
っ
汽

J

存
回
一
と
。
一
一
一
一
十
八
年
五
平
古
ま
で
詰
均
一

w
b
f匹以は一
i
会

そ
の
一
室
と
し
て
、
は
じ
め
て
の
陸
一
商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
一
よ
る
府
主
計
二
十
三
号
に
よ
る
も
の
一
@
京
総
を
あ
げ
て
ダ
イ
ヤ
ル
の
「
出
一
然
に
一
五
と
こ
ろ
に
す
手
J
て
し
了
ま
す
。
)
一
二
、
外
池
足
手
是

H

羽
毛
主
延
期
に
な
っ
た
こ
包
た
は
告
白
出
し
て
お
り
ま
す
。

(2) 

六
月
一
日
よ
り

鵜

飼

び

ら

き

昭和 37年 6月 10日す'君。お率寵号5 7 労ァ


